
一般会計 【人権・同和教育課】

○　同和対策総務事業　　　　２，３１１千円
人権・同和行政の確立に向け、同和問題の解決及び啓発活動事業の推進を図るため各種

団体等へ補助金等の交付を行った。
また、新規学校卒業者のうち就職について、特に援助を必要とする者に対し常用就職の

促進及び就業の安定を図るために支給した。

　　　　　就職促進奨励金　　　　　 　　１００千円

「成果」　①琴浦町あらゆる差別をなくする実施計画に基づき、必要な人権・同和行政が
積極的に実施された。
②新規学校卒業者のうち就職について、特に援助を必要とする者に対し常用
就職の促進及び就業の安定を図るために４名に支給した。

「課題」　①同和問題の正しい理解と認識を深め、同和行政を確立し、同和問題のすみや
かな解決を図る必要がある。
②正社員としての就職が難しく、常用就職の促進及び就業の安定をさらに図る
必要がある。

支　　給　　額

２，３３３千円

部落解放 ・人権政策確立要求鳥取県実行委員会負担金

１人あたり　２５，０００円

部落解放同盟琴浦町協議会補助金
琴浦町同和対策推進協議会補助金

3 民生費
項

目

２，３３３千円 ２，３１１千円

款

－16－1－

４　人

担当課決算額

3

1

支　給　人　数

２，３１１千円同和対策総務費

東伯郡同和対策推進協議会負担金

１，８００千円
３００千円

２７千円

負　　　　　担　　　　　金　　　　　等

決　　算　　額社会福祉費 予　算　現　額

２７千円
金     額



一般会計

　
「成果」 ①講演会等のﾃｰﾏを町民に関心の高いものにしたことにより多くの参加があった

②町民の主体的な文化・教養に関する学習活動の促進と充実を図った。
「課題」 年間を通して各種事業へ多くの町民の参加者を増やすことが、部落差別をはじ

めとするあらゆる差別解消につながるので、広報活動等の充実を図る必要がある。

生活相談員を２名配置し、町民の生活・健康・福祉・就労等の向上に取り組んだ。

【赤碕隣保館】
事　　業　　名 回　数　他 参 加 人 数・対 象

月2回

延べ　９３８人

動を通して、部落差別をはじめとするあらゆる差別解消に向けた取り組みを行った。

　　　・審議会等の開催状況

小学生生活体験学習 １泊２日

　1日

1～6年　３０人

対象人数 ２６人教室活動（3教室）

年2回運営審議会（東伯文化センター） 委員１２名

５１９，７５０円
合併浄化槽清掃 ２３９，４００円
赤碕文化センター下水道接続工事関 金　　額

小学生学習会
同和問題懇談会

○学習活動事業　　　  ２，５２７千円

参 加 人 数・対 象

　延べ　　　１７５件

事　　業　　名
部落解放文化祭 延べ　１，１８４人

生活相談件数（東伯文化センター）

回　数　他

年間６回

週1回 1～6年　３０人

岡山県 31人

　部落差別をはじめ、あらゆる差別の解消に向けた各種学習活動に取り組んだ。

中学生学習会 週１回 1～3年　２２人

【東伯隣保館】

対象人数 ７３人

延べ　　 　１２，９７６人

年間７回 延べ  ３７９人
年1回（11月）

生活相談件数（赤碕文化センター）

中学生生活体験学習 1～3年　２２人
中学生親子県外研修

延べ　７１人

○隣保館運営事業　　１３，９８５千円

回　数　他

年2回

２１，２５２千円

　　　・嘱託職員（３名）、臨時職員（１名）賃金　等　　　８，７０９千円

運営審議会（赤碕文化センター）

担当課決算額

事　　業　　名

町民を対象に、部落解放文化祭、同和問題懇談会、解放教育講座、研修会等各種啓発活

参加人数・対象

3 民生費
項

目

２１，６３９千円

4 隣保館運営費

○生活相談事業　　　　 ４，７４０千円

下水道接続工事等

【人権・同和教育課】

1 社会福祉費 最終予算額 決　　算　　額

２１，６３９千円 ２１，２５２千円
款

ふれあい講座
年間１３３回教室活動（６教室）

委員12名

延べ　　　 １０，１６０人年間利用者数（東伯文化センター）

年間利用者数（赤碕文化センター）

　延べ　　　２９７件

－16－2－

中学生解放「学習会」 週１回 対象人数　２８人
年間４回 対象人数 ３３人

高年者学級 月1回 延べ　　１２２人

高校友の会学習会 年間２回 １５人

解放教育講座 年間６回 延べ　３８５人
年1回（11月）部落解放文化祭

高校友の会解放「学習会」

小6年８人・中１年 １０人広島県県外研修
1～6年５６人週１回小学生解放「学習会」



一般会計

「成果」 ①各種の活動が、子どもたちの主体性の確立、仲間づくりの推進につながって

②保護者クラブは、主体的な取組みがなされるとともに、保護者の資質の向上や、
連携強化につながっている。

「課題」 各種活動への参加者が減少傾向にあり、学校との連携や呼びかけによって
積極的な参加を促す必要がある。

事　　業　　名

文化センターで子どもや保護者などが、入園前や入学前の集団づくりや、異年齢・

いる。

【東伯児童館】
事　　業　　名

７，７３７千円

民生費
項

目 3

児童福祉費
款 3

　　　・臨時職員（２名）、パート職員、賃金　　６，６４７千円

年間6回

2

７，６６１千円

児童館まつり
放課後児童クラブ

子どもまつり

乳幼児学級

－16－3－

成美ほんぽちクラブ育成
子ども茶道教室

年間14回

月１回

会員　３３軒

回　数　他
【赤碕児童館】

１１４人

年間７回

年１回（6月）

年１回（7月）七夕まつり

児童館まつり
まいにちじどうかん

参加人数・対象

決　　算　　額

児童館運営費 ７，７３７千円

【人権・同和教育課】

回　数　他

担当課決算額

赤碕 ６，３５１人

７，６６１千円

東伯 ３，７１４人
開館日数

延べ　８３人
(0～5才児対象)

２２６人
年４回（３月） １８３人

１４２人

感情を高め、豊かな人間形成に努めた。

　　　・年間利用者数等

○地域交流学習事業      ４０９千円

乳幼児期から子ども同士の仲間意識を育てるとともに、保護者のつながりを強固にし、
地域が一体となって子育てに取り組む環境づくりに努めた。
　また、親子のふれあい、地域に住む様々な人とのふれあいを通して、子どもたちの自尊

その他（子ども手話教室）
児童館活動

会員　1人
１００人

会員　６６軒

月１回

年１回（9月）
開館日

会員　３人

１３８人
延べ　１，７１５人

年1回（11月）

月1回

年間10回

○児童館運営事業　　  ７，２５２千円

幼児交流会＆親子ひろば
びーのびーの

東伯　　２９3日
赤碕　　２９６日

年間利用者数

しもいせ保護者クラブ育成

保護者同士・地域等との交流を図り、地域に根ざした教育力、自立心を高めていくことを
めざし、事業を実施した。

延べ83人
（未入園児対象）

最終予算額

参加人数・対象



一般会計

○人件費　　　　　　　　　　２３，９２９千円（一般職４人）

平成23年度から、高等学校奨励金については、進学や就学にあたり、保護者の負担を
少なくするための「子育て支援」と子どもたちの「教育を受ける権利の保障」を目的に給付

②同和地区の対象者については、給付に伴い各高等学校に教師派遣を要請し、

「課題」 ①奨励金を受取るだけでなく、奨励金の意義等について理解を深めてもらう
必要がある。

②より多くの高校生や家庭を支援できるよう、町報・無線・ホームページ・説明会・
学校への案内などいろいろな周知方法を継続し、さらに周知を図る必要がある。

（単位：円・人）

○人権・同和教育推進事業（事務費）　　　　　　３，８８８千円
教員、行政職員等が、地域で推進者としての役割を担えるよう、部落差別をはじめあらゆる

差別問題について正しい理解と認識を深めるため、研修や大会等への派遣を行った。
人権・同和教育部落懇談会の推進等、各部落において人権・同和教育を推進していくた

めには各部落の人権・同和教育推進員の資質の向上も必要であり、事前研修会等を開催した。
また、町人権・同和教育推進協議会及び各地区人権・同和教育推進研究協議会に対し、

人権・同和教育の推進、研究委託を行い、町並びに各地区における人権･同和教育の
推進に努めた。

「成果」 　人権・同和教育部落懇談会のアンケート結果によると、９割近くが満足のいくもの
だったと回答。自分を振り返れた・知識を得ることが出来た等の意見が多かった。

「課題」 　今後も各種分野で多くの学習機会を提供することが必要。

・臨時職員（1人）賃金　　１，７７５千円

・各種大会等への派遣状況 （単位：人）

5,136,000高等学校（高等専門学校含む） 4,000 12

－16－4－

高等学校（高等専門学校含む）

第65回全国人権・同和教育研究大会

場所

20,000

7 84,000

11/22～24 徳島県徳島市 2
1

参加人数

7,202,000

第28回人権啓発研究集会 2/6～2/7 三重県津市

第38回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会 8/7～8 米子市 延べ133
部落解放研究第47回全国集会 1１/6～8 香川県高松市 1

第38回部落解放・人権西日本夏期講座 8/29～8/30 徳島県徳島市 1
大会・集会名 期日

支給額

○進学奨励金給付事業　　　　　　７，２０２千円

ことができた。

対象者を全町に拡大している。ただし、大学・専修学校奨励金については従来どおり。

「成果」　①高校生奨励金の対象者を全町の高校生に拡充したことによって、より多くの家
庭を支援できるようになった。

学習会を開催した。学習会とあわせ高校職員との懇談を行い、連携を深める

区分

8 人権・同和教育費 ４０，５８７千円 ４０，４３７千円

担当課決算額 ４０，５８７千円 ４０，４３７千円

【人権・同和教育課】

款 9 教育費
項 4 社会教育費 最終予算額 決　　算　　額

目

8 12 816,000専修学校（各種学校含む） 8,500
計 131

107

高等学校（高等専門学校含む） 4,000 1 5

単価 人数 月数

4,000 3
24,000高等学校（高等専門学校含む） 4,000 1 6

11 12大学（短期大学・大学院含む） 8,500 1,122,000



一般会計

・人権・同和教育部落懇談会事前研修会 （単位：人）

・人権・同和教育推進研究事業　 （単位：円）

○部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする啓発　　　　２４千円
琴浦町あらゆる差別をなくする施策推進プロジェクトチーム会議、琴浦町あらゆる差別を

なくする審議会のおいて、実施計画（後期分）に基づく施策の実施状況の把握・点検及び
検討を行った。

「成果」 施策の実施状況の把握・点検を行うことで、計画的な事業推進ができた。
「課題」 課題解決のため、さらなる施策の推進が必要。

部落差別をはじめあらゆる差別をなくしていくため、人権問題の学習機会の拡充、学習
内容の充実などを図ることを目的に、人権教育推進員を2名配置。学習についての助言や
教材作成等を行い、人権・同和教育の推進を図った。

「成果」 各種大会等へ参加し、知識を深め、学校や地域で人権・同和教育学習等の指導・
助言することにより、町全体における人権・同和教育の取組の向上につながっている。

「課題」 より充実した内容での学習機会を提供し、自主的な学習の支援と促進を図る必要
がある。

○人権・同和教育推進事業（法務省委託）　　　　　４６３千円
人権・同和教育の推進を図るため、広く住民を対象に人権に関する学習機会を提供した。

「成果」 参加者アンケートによる満足度調査を行っている。差別をなくする町民のつど
いの満足度が90％以上と高くなるなど、各事業で参加者の満足を得ている。

「課題」 高い満足度を得ているが、参加者数は減少していることもあり、広報活動の充実を
図る必要がある。また、参加者層の固定化が見られ、新規の参加者の増加が課題。

（単位：人）

名称 委託料
琴浦町人権・同和教育推進協議会 620,000
各地区人権・同和教育推進研究協議会（５地区） 388,000

研修会名 期日

－16－5－

1,008,000

参加人数
人権・同和教育部落懇談会事前研修会
（人権・同和教育推進員研修会）：赤碕

10/20

参加人数

まなびタウンとうはく、
カウベルホール

【人権・同和教育課】

場所

大会・集会等名 期日
８/１ ・ １２/３人権・同和教育講演会

　　３２９人
まなびタウンとうはく他
カウベルホール差別をなくする町民のつどい

延べ　２５９人
場所

○人権教育推進員設置事業　　　　　　　　４，９３1千円

10/29・30
赤碕地域ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝ
ﾀｰ、成美地区公民館

延べ192

人権・同和教育部落懇談会事前研修会
（人権・同和教育推進員研修会）：東伯

1/30・31
2/4・6

延べ268



一般会計

交付決定額　 １２，３３０千円
実績額 １１，８６４千円
返納額 ４６６千円

安全性を確保。
L=113m　 駐車場４２台増設

・工事請負費 １５，５４７千円

・公有財産購入費（土地） ５，０９２千円

○隣保館運営事業　　２０，６３９千円
赤碕文化センター駐車場造成工事を行い、利用者の利便の向上を図るとともに、施設利用

4
隣保館運営費
(繰越明許）

２０，８５０千円 ２０，６３９千円

担当課決算額 ２０，８５０千円 ２０，６３９千円

款

２４，９７８千円

担当課決算額

3 民生費
項 1 社会福祉費 最終予算額

諸費 最終予算額

決　　算　　額

目

－16－6－

○隣保館運営事費等補助金返納金　４６６千円
平成２４年度鳥取県隣保館運営費等補助金の確定に伴う返還金

1 国県支出金返納金 ２５，１１２千円

決　　算　　額

目

４６６千円 ４６６千円

【人権・同和教育課】

款 12 諸支出金
項 1



住宅新築資金等貸付事業特別会計

○貸付事業費　　　　　　　　　　７４３千円
住宅新築資金等貸付事業の徴収償還事務に要した経費

○住宅新築資金等貸付金の起債償還金（元金）事業　　　　　　　　８，２５６千円
住宅新築資金等貸付金の起債償還金（元金）

○住宅新築資金等貸付金の起債償還金（利子）事業　　　　　　　　１，８３９千円
住宅新築資金等貸付金の起債償還金（利子）

○一般会計繰出金　　　　　　　２，２２１千円
一般会計からの借入分を20年かけて、繰越額の1/2以上を返還

「成果」 一般会計からの借入に対し、予定額より多く返還できた。

「課題」 ①不景気による収入減等もあり、未償還額の分割による返還が長期化傾向にある。
②一般会計からの借入は20年での返還計画であるため、状況を踏まえての
長期的な展望が必要。

最終予算額 決　　算　　額

１，８３９千円㈱かんぽ生命保険

款 4 諸支出金
項 1 繰出金

１，８３９千円

担当課決算額 １，８４２千円 １，８３９千円

款 2 公債費
項 決　　算　　額1

－16－7－

担当課決算額 ２，２２１千円 ２，２２１千円

繰出金 ２，２２１千円 ２，２２１千円目 1

８，２６０千円 ８，２５６千円

㈱かんぽ生命保険

担当課決算額

８，２５６千円

款 2 公債費
項 1

公債費 最終予算額

目 2 利子 １，８４２千円

目 1

1 資金貸付事業費 ９８６千円

元金 ８，２６０千円

７４３千円

９８６千円担当課決算額

決　　算　　額

最終予算額 決　　算　　額

最終予算額

公債費

８，２５６千円

目

７４３千円

【人権・同和教育課】

款 1 資金貸付事業費
項 1 資金貸付事業費


